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新潟国道事務所は１１月１日（木）に本格的な冬の到来を控え道路雪害体制に入りました。

１／２

にいこくは、今冬の除雪体制に入りました。
～地元小学生が除雪出動式で除雪業者を激励～

同日、新潟西除雪ステーションにおいて、関係する事務所職員及び除雪作業受注者による除雪出動式を行いました。当日
は冷たい雨が降る生憎の天気でしたが、皆さん寒さに身を引き締めて決意を新たにしておりました。

出動式には、笠木小学校４年生６人にも参加して頂き、除雪作業に携わる作業員の方々に、「みなさんのおかげで安心して
通行できます。これからも安全運転でがんばって下さい」と激励のエールのあと、作業の安全を祈願して、ゴールドキーが手
渡されました。

その後、除雪請負業者の代表者から、今冬の除雪作業に携わる決意について、「道路路利用者の要望に応えられるよう万
全の体制を確保し、安全を最優先に事故の無いよう作業にあたります」と力強い表明がなされ、出動式は無事終了しました。

その後、生徒のみなさんは体験学習として、除雪機械への試乗や除雪基地内の施設見学など「雪国新潟の除雪」について
体験して頂きました。初めて見るものや触れるものばかりで 楽しく とても貴重な一時を過ごせたと思います体験して頂きました。初めて見るものや触れるものばかりで、楽しく、とても貴重な 時を過ごせたと思います

児童による
ゴールドキー贈呈

除雪請負業者代表の
安全宣言

体験学習の状況 大きな除雪グレーダを
バックに記念撮影

関連ＵＲＬ：記者発表資料
http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/kisha/pdf/2012102601syutsudoushiki.pdf

万代長嶺小学校四年生が『萬代橋の管理』について学びました。万代長嶺小学校四年生が『萬代橋の管理』について学びました。

平成２４年１１月１６日（金）新潟市立万代長嶺小学校四年生に対し『萬代橋の
管理』について、職員が講師となり出前講座を行いました。

萬代橋の管理を２つのテーマに分けて説明しました。まずは、「こわれたところ
がないか見つける」では、日常のパトロールや定期的な点検のやり方を作業状
況の写真をまじえて説明しました。

次に「こわれている場所をなおす」では、今までこわれたところの写真を使い直
る ところまでを説明しました。

講師の説明に真剣にメモをとりながら学習していました 中にはメモ用紙が足り講師の説明に真剣にメモをとりながら学習していました。中にはメモ用紙が足り
ず２枚目へと、ビッシリと書いている児童も見うけられました。
最後に、質問もたくさんいただき関心の高さには驚かされました。

これからも新潟市のシンボルである萬代橋を地域全体で大切に守っていけたら
と感じました。

講師 渡辺管理第二課長

関連ＵＲＬ：記者発表資料
http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/kisha/pdf/2012111401demaekouza.pdf

学習状況
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第２回新潟県渋滞対策協議会を開催しました。

第１９号（平成24年11月号）

１１月１５日（木）に第２回新潟県渋滞対策協議会（以下、協議会）を開催しまし
た。

協議会は 公正 中立な立場から 関係者 市民との協働の中 実施する渋滞

新潟県渋滞対策協議会の状況

協議会は、公正・中立な立場から、関係者・市民との協働の中、実施する渋滞
対策に対して道路利用者や国民の意識からずれがないか、様々な立場で議論
する場と位置づけるとともに対策の基本方針を決定し、新潟県内の道路行政運
営に反映することを目的とし、平成２４年７月３１日に設立しました。

第２回協議会では、日頃から道路を利用される皆様からのご意見をお伺いし、
新潟県内の渋滞箇所を把握、今後の基礎資料作りに活用するためのアンケート
調査の実施が決定されました。
アンケートはWebモニターアンケート、ホームページアンケート、はがきアン

ケートの３種類で１１月２２日（木）から実施しています。
新潟県渋滞対策協議会の状況

これからの渋滞対策を的確に進めていくために、皆様のご協力をお願い致しま
す。

新潟県内の渋滞箇所に関する
アンケート調査の実施
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